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HOSOKAWA Ryoichi 『三昧聖の研究』／「序論・三昧聖研究の成果と課題」、碩文社、2001年3月、編著。
『漂泊の日本中世』／ちくま学芸文庫、2002年1月、単著。
『米原町史　通史編』／滋賀県米原町、2002年3月、共著。
『鎌倉期社会と史料論』／「『北野天神縁起』と鎌倉時代の北野社」、東京堂出版、2002年5月、共著。
『日本の中世4　女人・老人・子ども』／中央公論新社、2002年6月、共著。
『京都の女性史』／「小笛事件と山本禾太郎」、思文閣出版、2002年10月、共著。
『日本史講座4　中世社会の構造』／「家族・女性・生活」、東京大学出版会、2004年9月、共著。
『持戒の聖者　叡尊・忍性』／「忍性の生涯」、吉川弘文館、2004年12月、共著。
『神道を知る本』／「蒙古襲来と神々の戦い」、宝島社文庫、2009年2月、共著。
『新版　古寺巡礼奈良 8唐招提寺』／「貞慶・覚盛と釈迦念仏」、淡交社、2010年12月、共著。
『関東往還記』／平凡社東洋文庫、2011年１月、単著。

【論文】

「中世唐招提寺の律僧と斎戒衆―中世律宗寺院における勧進・葬祭組織の成立―」／『ヒストリア』89号、1980
年12月、単著。

「中世大和における律宗寺院の復興―竹林寺・般若寺・喜光寺を中心に―」／『日本史研究』229号、1981年9月、
単著。

「中世の法隆寺と寺辺民衆―勧進聖・三昧聖・刑吏―」／『部落問題研究』76輯、1983年5月、単著。
「中世の身分制と非人」／『歴史学研究』1983年度大会報告別冊特集号、1983年11月、単著。
「法金剛院導御の宗教活動」／『仏教史学研究』26巻2号、1984年3月、単著。
「導御・嵯峨清凉寺融通大念仏会・『百万』」／『文学』54巻3号、岩波書店、1986年3月、単著。
「中世律宗と国家―鎌倉末期の政治・社会状況の中で―」／『日本史研究』295号、1987年3月、単著。
「中近世和泉国の三昧聖と寺院」／『国立歴史民俗博物館研究報告』68号、1996年3月、単著。
「南山城・河内の中世墓と律宗寺院」／『関西近世考古学研究』Ⅵ号、1998年12月、単著。
「稲垣足穂と『花月』」／『文学』11・12月号、岩波書店、2000年、単著。
「中世唐招提寺の復興と覚盛・慶円」／『国宝鑑真和上展』、TBS、2001年1月、単著。
「西京散所と北野社」／『日本歴史の中の被差別民』、新人物往来社、2001年2月、単著。
「せんとらる地球市民星田三平」／『文学』11・12月号、岩波書店、2001年、単著。
「米田三星論ノート―探偵小説と医学―」／『ヒストリア』177号、大阪歴史学会、2001年11月、単著。
「山田風太郎覚え書き―室町ものを中心に―」／『福神』8、太田出版、2002年5月、単著。
「三条大宮長福寺尊鏡と唐招提寺慶円―後醍醐天皇と南都律僧―」／『中世文学』47号、2002年6月、単著。
‘Emperor Go-Daigo’s Rule and the Monks of the Vinaya School Risshu：Sonkyo− of Cho−fukuji and Kyo−en 

of To−sho−daiji’／Cahiers d’Extre−me-Asie13、2003年、単著。
「橋本五郎伝ノート―探偵作家の南方徴用―」／『京都橘女子大学研究紀要』31号、2005年1月、単著。
「古代・中世の敏満寺と石仏谷中世墓地」／『敏満寺遺跡石仏谷墓跡』多賀町教育委員会、2005年3月、単著。
「白拍子の実相」／『観世』73巻8号、檜書店、2006年8月、単著。
「大庭武年雑記―旧満洲大連の探偵作家―」／『京都橘大学研究紀要』33号、2007年1月、単著。
「中世における戦争と平和―蒙古襲来における叡尊と南北朝の内乱における楠木正儀―」／『歴史評論』688号、
2007年8月、単著。

「河越重頼の娘―源義経の室―」／『京都橘大学女性歴史文化研究所紀要』16号、2008年3月、単著。
「中世都市鎌倉における福祉」／『歴史と地理』617号（日本史の研究222号）、山川出版社、2008年9月、単著。
「織田作之助と千日前大阪劇場裏少女怪死事件―「世相」「神経」の一背景―」／『京都橘大学研究紀要』35号、
2009年1月、単著。

「叡尊の鎌倉下向と鎌倉幕府の女性」／『戒律文化』7号、2009年3月、単著。
「鎌倉時代の律宗と南宋」／『アジア遊学』122号、勉誠出版、2009年5月、単著。
「壬生寺の歴史」／『京都壬生寺展』、NHKサービスセンター、2010年1月、単著。
「黒田俊雄『日本中世の国家と宗教』」／『日本史研究』574号、2010年 6月、単著。

細川　涼一
ほ そ か わ  り ょ う い ち

研究課題1⃝日本中世の寺社と民衆
研究課題2⃝日本中世の賤民・被差別民衆
研究課題3⃝日本中世の女性と仏教・芸能
研究課題4⃝日本近代の大衆文化（探偵小説・時代小説を中心に）

【著書】

『日本歴史大系 2中世』／山川出版社、1985年5月、共著。
『中世の律宗寺院と民衆』／吉川弘文館、1987年12月、単著。
『神栖町史　上巻』／茨城県神栖町、1988年3月、共著。
『部落史史料選集　第1巻　古代・中世篇』／部落問題研究所、1988年12月、共著。
『論集日本仏教史 4　鎌倉時代』／「鎌倉仏教の勧遊活動」、雄山閣出版、1988年12
月、共著。

『女の中世―小野小町・巴・その他―』／日本エディタースクール出版部、1989年8
月、単著。

『大系日本歴史と芸能 6　中世遍歴民の世界』／「二人づれの女性芸能者」、平凡社、
1990年10月、共著。

『大系日本歴史と芸能 9　豪奢と流行』／「白拍子の男装・能の女装」、平凡社、1991
年3月、共著。

『三和町史　資料編　原始・古代・中世』／茨城県三和町、1992年10月、共著。
『逸脱の日本中世　狂気・倒錯・魔の世界』／JICC出版局、1993年3月、単著。
『長岡京市史 建築・美術編』／長岡京市、1994年3月、共著。
『岩波講座日本通史　第 9巻　中世 3』／岩波書店、1994年10月、共著。
『中世の身分制と非人』／日本エディタースクール出版部、1994年10月、単著。
『講座前近代の天皇　第 4巻　統治的諸機能と天皇観』／「仏教改革者の天皇観」、青
木書店、1995年6月、共著。

『長岡京市史　本文編 1』／「中世の寺々を訪ねて」「寂照院仁王像の造立」、京都府
長岡京市、1996年3月、共著。

『三和町史　通史編　原始・古代・中世』／茨城県三和町、1996年11月、共著。
『中世寺院の風景』／新曜社、1997年4月、単著。
『死と境界の中世史』／洋泉社、1997年6月、単著。
『新編　中新田町史』／宮城県中新田町、1997年12月、共著。
『家と女性の社会史』／「中世の北野社と宮仕沙汰承仕家―京都橘女子大学所蔵『北
野社宮仕沙汰承仕家文書』の補任状から―」、日本エディタースクール出版部、
1998年3月、共著。

『平家物語の女たち』／講談社（現代新書）、1998年10月、単著。
Gender and Japanese History Vol.1／ ‘Kamakura Period Nuns and Convents：

Exploring Hokkeji Convent’ , Osaka University Press、1999年6月、共著。
Women and Class in Japanese History／‘Medieval Nuns and Nunneries : The 

Case of Hokkeji’ Center for Japanese Studies, The University of Michigan、
1999年6月、共著。

『感身学正記 1―西大寺叡尊の自伝』／平凡社東洋文庫、1999年12月、単著。
『逸脱の日本中世』／ちくま学芸文庫、2000年6月、単著。

職名

文学部
歴史学科教授
文学部長
女性歴史文化研究所所長

学歴

中央大学大学院文学研究科
博士後期課程単位取得後退
学（1984）

学位

文学修士（中央大学、1979）

所属学会

歴史学研究会、日本史研究
会、京都民科歴史部会、仏
教史学会、大阪歴史学会、
神奈川地域史研究会、戒律
文化研究会

専門分野

日本中世史・思想史


